
平成２９年度　通学路危険箇所合同点検

対策一覧表

平成30年3月時点

番号 通学区域 箇所名 路線名 行政区 通学路の状況・危険の内容 対策内容及び実施主体 対策年度

1
芦原中学校（芦
原小学校）

旧芦泉荘前の交差点
付近

市道田中々舟津線 田中温泉

・路肩幅がほとんどないため歩道を自転車が
利用しているが、歩道そのもののでこぼこが
ひどく、何人かの生徒が自転車でこけてい
る。

・様子を見て補修検討 H30～

2 北潟小学校 昭和橋付近 市道北潟東赤尾線 北潟西
・歩道がない上、幅が狭い（幅員約5.7ｍ）。通
行車両も多いので危険

外側線の引き直し（市建設課） H30～

3 IKOSSA前 市道十日・嫁威線
春宮二丁
目

交通量が多く、横断時に危険 注意喚起（市教育委員会） H30～

4
ＪＲ芦原温泉駅裏　点滅
信号交差点

市道旭・山室線
自由ヶ丘一
丁目

区内の歩道の幅員が狭い。 停止線引き直し（市建設課） H30～

5 ＪＲ芦原温泉駅付近 市道829号線 旭-新富
ＪＲ芦原温泉駅自由通路の幅員が狭く、駅利
用者の交通量が多い。

幅員を確保した市道の整備（市新幹線ま
ちづくり課）

H28～

6 ＪＲ芦原温泉駅前通り
県道芦原温泉停車
場線、県道あわら
温泉停車場中川線

新富

⑩県道芦原温泉停車場線の歩道幅員（W=2.7ｍ内W=0.9ｍが植栽
帯）が十分でなく、また、歩道内の街路樹の根により歩道舗装面が
隆起し、通行が危険である。県道芦原温泉停車場中川線について
は、東側の片側歩道しかなく、歩道幅員（W=1.2～1.6ｍ）が十分で
ない。

歩道幅員を確保した県道の改良（県） H29～

7 金津東小学校 金津東小学校付近 市道東小学校線 中川 除雪時に歩道を破損しており、歩行時に危険 歩道縁石及び側溝蓋の補修 H30～

金津小学校



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

通学区域

箇所名

路線名

行政区

・様子を見て補修検討

・路肩幅がほとんどないため歩道を自転車が利用しているが、歩道そのもののでこぼこがひどく、何人
かの生徒が自転車でこけている。

田中温泉

市道田中々舟津線

芦原小学校交差点付近

芦原小学校、芦原中学校

(1)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

通学区域

箇所名

路線名

行政区

　歩道がない上、幅が狭い（幅員約5.7ｍ）。通行車両も多いので危険

　外側線の引き直し（市建設課）（Ｈ30～）

北潟小学校

昭和橋付近

市道北潟東赤尾線

北潟西

(2)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

行政区 春宮二丁目

　交通量が多く、横断時に危険

　注意喚起（市教育委員会）（H30～）

通学区域 金津小学校

箇所名 IKOSSA前

路線名 市道十日・嫁威線

(5)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

行政区 自由ヶ丘一丁目

　登校時の交通量が非常に多く、横断が危険。

　停止線を引き直し（市建設課）（H30～）

通学区域 金津小学校

箇所名 ＪＲ芦原温泉駅裏　点滅信号交差点

路線名 市道旭・山室線

(5)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

通学区域

箇所名

路線名

行政区

　幅員を確保した市道の整備（市新幹線まちづくり課）（H28～）

　ＪＲ芦原温泉駅自由通路の幅員が狭く、駅利用者の交通量が多い。

旭、新富

金津小学校

JＲ芦原温泉駅付近

(6)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

　歩道幅員を確保した県道の改良（県）（H29～）

通学区域

箇所名

路線名

行政区

　県道芦原温泉停車場線の歩道幅員（W=2.7ｍ内W=0.9ｍが植栽帯）が十分でなく、また、歩道内の街路
樹の根により歩道舗装面が隆起し、通行が危険である。県道芦原温泉停車場中川線については、東側
の片側歩道しかなく、歩道幅員（W=1.2～1.6ｍ）が十分でない。

新富

県道芦原温泉停車場線、県道芦原温泉停車場中川線

ＪＲ芦原温泉駅前通り

金津小学校

(6)



位　置　図

通学路の状況・危険の内容

対策内容及び実施主体（対策年度）

通学区域

箇所名

路線名

行政区

　歩道縁石及び側溝蓋の補修（H30～）

　除雪時に歩道を破損しており、歩行時に危険

中川

市道東小学校線

金津東小学校付近

金津東小学校

(5)


